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eX.（エクスドット）では、これまでに様々な内容をお届けしてきたが、12 回目となる今回は、ことのほか特別な内容となって

いる。川島素晴による書き下ろし舞台作品、モノドラマ《孤島のチェロ》の上演である。 

一晩の演奏内容がチェロ独奏のみで構成されるこの作品は、孤島に独り住む者が、漂着したチェロを見て何を奏でるか、という

想定で書かれている。川島はかつて、同じ着想による《孤島のヴァイオリン》(1991) という作品を発表しているが、それは 8分程

度の、作曲者自らが上演するパフォーマンス作品であった。それから 18 年を経た今、そのアイデアを拡張し、10 倍以上の上演時

間となる壮大なモノドラマを構成した。漂着したチェロは、まずは「物体」として扱われる。やがて、様々な異物を用いて発音す

ることを試みていく中、別の場所に漂着していた弓を発見する。チェロ演奏の歴史を全く関知しない人物による自己完結的な営為

にこそ、新しいチェロ音楽の可能性が示されるであろう。これは、モノドラマであると同時に、現代奏法を探求した壮大なチェロ

組曲でもある。 

演奏には、かつて当 eX.シリーズで、チェロ史上最難曲、ファーニホウ《Time and Motion Study II》の日本初演に挑んでもら

った多井智紀氏を迎える。あらゆる現代奏法を熟知し、しかもバロックチェロやガンバすら演奏するオールマイティーな人物の、

その経験値を果たして作曲者は超えられるか……これは一種の挑戦状である。 

そしてこの舞台作品の上演に、アーティスト・岩崎秀雄氏の作品をご提供頂く。抽象的な切り絵表現と、バクテリアが織り成す

バイオメディア・アートとの融合は、根源から音楽表現を問い直そうとする今回の音楽作品と、問題を共有していると考えた。併

置されることで、一層豊かな体験・思索をもたらしてくれると確信する。 

 

 

 

 

川島素晴 作曲・・・モノドラマ《孤島のチェロ》 (2009) 

 

 

 

 

◆第１部「遭遇」 

[A] 大地にゆれる 

[B] 大地をこする 

[C] 大地をかく 

[D] 裏をこする 

[E] 表をこする 

[F] 表裏をこする 

[G] 弦であそぶ 

 

◆第２部「異物」 

[A] ドレンホース 

[B] 金属洗濯バサミ 

[C] 木櫛 

[D] 紙パイプ 

[E] おたま 

[F] マウスピース 

[G] メガホン 

 

◆第３部「弓」 

[A] 弓ふり 

[B] 外したエンドピン 

[C] 付けたエンドピン 

[D] 弓毛いじり 

[E] 毛むすび、弓つるし 

[F] 弓弾きの笛 

[G] 回転はずみ弓 

 

 

 

演奏：多井智紀 

 

美術：岩崎秀雄 

 

音響：有馬純寿 

 

リーフレット写真・デザイン：山根明季子 

 



 

 

《孤島のチェロ》は、全 3部、各部 7部分の、合計 21 の部分からなる。 

各部それぞれの設定は「チェロのみを素手で」「異物を道具として」「弓を用いて」という具合に段階的になっており、

各部の最後は、それぞれに異なる、ある音楽的な状態を形成する。 

 

 

 

 

 

 

◆第１部「遭遇」 

 

孤島に独り住む者。あるとき彼は、漂着したチェロを発見する。既存の楽器や音楽に対する知見のない人物がチェロ

に遭遇したとき、まずはその不可解な物体を観察することから始めるであろう。奇妙な外観、謎に満ちた渦巻き・糸

巻き部分、凶器と見紛う尖端・・・4 本の弦より何より、まず解明すべきことがある。しかし、恐る恐る触れてみるな

らば、それが美しい（或いは興味深い）音響を奏でるハコであることに気付く。孤独を癒す絶好のオモチャを手にし

た彼は、この謎の物体から引き出し得る様々な音響に耳を傾ける。 

 

[A] 大地にゆれる 

  まずは、大地に置かれたこの謎の物体を、揺らしてみる。美しい残響を奏でる揺動は、やがてリズムを成す。 

 

[B] 大地をこする 

  糸巻き部分などを用いて、床を擦ってみる。強烈な音響に興じる。 

 

[C] 大地をかく 

  エンドピンによって、床を引っ掻いてみる。「掻く」行為は、やがて大地に向かって「書く」行為へ。 

 

[D] 裏をこする 

  裏板を擦ると、他には得がたい美しい響きが得られる。これでメロディーを奏でられるだろうか。 

 

[E] 表をこする 

  裏板に耳をあてると、弦などを擦る音もとてもよく聴こえる。繊細な摩擦音のヴァラエティに耳を澄ます。 

 

[F] 表裏をこする 

  表と裏、それぞれに興味深い音が聴ける経験を踏まえ、これらの音を常時交替できる仕立てはないか。 

そこで思いついたのは、楽器を逆さまに立ててエンドピンを持って回し、前後を入れ替えるという方法。 

 

[G] 弦であそぶ 

  ここにきて、ようやく、チェロを「弦楽器」として扱うに至る。（但し「擦弦楽器」ではなく「撥弦楽器」として。） 

駒近くの弦を 2 本指を駆使してはじくことで得られる繊細な高次倍音などを、両手同時に奏でていく。 

ここでもやはり裏板に耳をあてる。孤島では、自らが興じる音楽を、ひとに聴かせる必要はないのだから。 



 

 

◆第２部「異物」 

 

素手のみによるチェロとの戯れは、この孤島の住人の孤独な音楽体験にある一定の満足をもたらした。彼は次に、漂

着しているその他の様々な物体を用いることで、チェロから更に新しい響きを見出そうと考える。第２部では、各部

名称は異物名となっているが、用いる異物が複数に及ぶこともあり、各部は連続的である。従って、下記、隣接各部

分の解説は、相互に浸透している場合もある。（なお、「漂流物」という設定に無理がある物もあるが、この作品は、

全体としてそういった意味でのリアリティには全く拘泥していないので、悪しからず。） 

 

[A] ドレンホース 

  プラスチックの蛇腹パイプ 2本を用いて、楽器の様々な部位を撫で擦ってみる。 

 

[B] 金属洗濯バサミ 

  洗濯バサミを弦に挟んでみると、興味深い響きになる。しかもそれは、挟む位置によって様々な表情を見せる。 

 

[C] 木櫛 

  当初、バチの代用品として用いていた木櫛だが、これによって弦を掻き鳴らしつつ、弦を軽く触れることで生じ

る倍音の透明な響きは、耽溺するに充分な魅力がある。 

 

[D] 紙パイプ 

  堅い紙パイプによって、指板をスライドさせる。ギターのスライド奏法と異なり、パイプを押しつけること自体

が発音となる。打ち、擦る行為が、激しい重弦グリッサンドという音響結果をもたらす。 

 

[E] おたま 

  弦の響きを止め、弦の高いポジションを叩くと、叩いた部分の音程が鳴って面白い効果を生むが、おたまは、そ

の効果をバウンドによって出すにはうってつけの道具である。ここでは更に、既に登場した道具を全く別の用途

で複合して用いる。まずは木櫛を用いて、今度は櫛歯のグリッサンドを駒にあてがって共鳴させる奏法を融合さ

せる。続いて紙パイプを用いて、f字孔を吹奏する。ここで彼は、吹奏による共鳴効果に強く関心を寄せる。 

 

[F] マウスピース 

  吹奏による共鳴を最も効果的に実現する方法として、エンドピンの穴にトランペットのマウスピースを挿入する

方法を思いつく。ここでチェロは、完全に吹奏楽器（ラッパ）と化す。しかしここでの関心は、吹くことそのも

のではなく、その結果響く、弦の共鳴である。弦の共鳴が目的であれば、更に効果的な方法はあろう。 

 

[G] メガホン 

  チェロ（及びヴァイオリン属の擦弦楽器全般）には、表板と裏板をつなぐ魂柱がある。この魂柱こそが、弦楽器

の豊かな響きを支える文字通り「魂」であり、これがあるからこそ、西洋の擦弦楽器は管弦楽をバックにした独

奏ですら可能なのである。裏板からメガホンで、この魂柱をめがけて声を響かせる。すると、最も効率的に、弦

の共鳴を獲得できる。この共鳴は、弦の倍音に適合すると生じるものであることに、彼は経験的に気付いていく。 

 

 



 

 

◆第３部「弓」 

 

弓は、もちろん、本来は弦楽器にとって必要不可欠な道具である。しかし、孤島の住民にとっては、いわば８番目の

異物であるに過ぎない。従って、弓の発見が即ちチェロの弦を奏でる行為に結びつく、ということはあり得ない。弓

を見つけた彼はまず、この「弓」という物体の観察から手掛けることになるであろう。 

 

[A] 弓ふり 

  弓を見てまず最初に試みるのは、これ自体を振ってみることである。これだけでも十分「音楽的」であり得る。 

 

[B] 外したエンドピン 

  第２部で外されていたエンドピンと、弓のコンビネーションを想定してまず思いつくことは、「弓」という道具の

本来の用途である。その経験から、ピンをあてがうことで、弓毛そのものが音を奏でることに気付く。駒に乗せ

ると共鳴も得られる。そしてエンドピンのネジの部位を回すことで、バードコール風の効果も得られる。 

 

[C] 付けたエンドピン 

  エンドピン自体を弓で弾いてみる。本来の部位にエンドピンを戻すと、長さの変化をつくることもできる。 

ここにきて、擦奏（といっても通常の構え方ではないが）の道具として初めて弓を扱うことになる。 

 

[D] 弓毛いじり 

  再び、弓そのものへの観察がはじまる。毛をはじいたり、毛を擦ったりすることでも、興味深い効果が得られる。 

 

[E] 毛むすび、弓つるし 

  ここまでに、弓の毛が数本切れている。これを弦に結び付けてみる。この毛を擦ること、そしてそれを弓で弾い

てみること。更に、楽器を立てて、結んだ毛を擦る奏法に加えて、弓を糸巻きに吊るすことで得られるバウンド

の効果を実験する。（エンドピンを下にして楽器を立てた状態での立奏という姿勢は、チェロではなくコントラバ

スのような構えではあるが、ここまでで最も本来的な構えではある。） 

 

[F] 弓弾きの笛 

  楽器を立ててみると、様々な部位の存在に着目できる。さきほどエンドピンを擦奏してみた経験から、再び、様々

な部位の擦奏を試みる。（ここでようやく、弓で擦るという、本来の用途の実践に至る。）その結果得られる多彩

な響きへの興味を示すこととして、彼は、それらの響きを口笛で模倣してみる。 

 

[G] 回転はずみ弓 

  これまでの経験の総合として、立てた楽器を回転させ、弓をそこにバウンドさせてみる。自らも回転し、エンド

ピンで床を擦る奏法も加味しつつ、徐々に声が重なっていく。この楽器を孤独に奏でる中、もしも、ある種の宗

教的祝祭性に至るのだとしたら、これが最もその目的に適った姿なのではなかろうか。 

 

 

 

 



 

複合的境界面の美学：『孤島のチェロ』のアートワークについて 

 

岩崎秀雄（現代美術・生命科学） 

 

川島作品は，「演じる音楽」という標語でよく知られるように，もともと独自の演劇性に満ちている。今回の注目すべ

き新作のプロトタイプとしての 10 分に満たないパフォーマンス作品『孤島のヴァイオリン』（1991）の私の接した再

演では，ヴァイオリンと演者（川島氏自身）の創発的な関係性が舞台にめくるめく多様な表情を現出させ，役者を登

場させなくても鑑賞者の瞼に登場人物が浮かぶ落語のように「美術を必要としない」舞台として十分に充実したもの

になっていた。だから，川島氏から今回の壮大なチェロ作品のアートワークを依頼された際，正直面食らったことを

白状しておこう。正確にいえば，前から一度コラボレーションをしようとは言っていたのだが，まさかそれが『孤島

のチェロ』になるとは，思いもしなかったのである。 

しかし，今まで接してきた彼のいくつかの作品や，お互いの芸術観について自分なりに反芻したうえで，打ち合わ

せをするうちに，それほど間を置かずして，このコラボレーションがそれほど無茶なものでもないと思えるようにな

ってきた。それにはいくつか理由があるのだが，特にいくつかのレイヤーで，私が試みている科学（生命科学）と芸

術の境界面をめぐる活動と共振する部分が多かったからでもある。 

 

「孤島で，私たちがチェロと思っている物体が発見されたという。それを発見した孤島の島民はそれが何だかよく分

からない。チェロを叩き，鳴らしていくうちに，人はチェロとの創発的な共生関係を構築していく…」 

この関係性は，生命の進化においては共進化を喚起させる。たとえば，バクテリアと別種のバクテリアの偶然の出

会いによって細胞内共生が始まり，真核生物と呼ばれる核を持った生物が誕生し，やがて多細胞化してより複雑・多

様な生物種が生まれていくという進化の過程や，擬態や虫媒花などに見られる驚異的とも思える共生進化は，偶然の

出会いと偶然の環境変化への絶えざる適応として捉えられる。 

 また，多井氏演じる島民は，一見文明世界から隔離された人間であろうが，それはとりあえず「西洋音楽という民

俗音楽の歴史を共有していない者」であろう。したがって，それは何らかの文化や知識を共有していない「異文化圏

の他者」のメタファーと捉えられよう。とすれば，チェロと格闘する島民の立ち位置は，観たこともない遺物を発掘

してしまった考古学者や，まだ解明されていない現象に向き合う科学者との関係性とトポロジカルに同型であり，そ

して常に全体を捉えることのできない環境の中で生きている私たちそのものの生きざまでもあるだろう（むろん，川

島氏自身は徹底して音楽史と音楽の根源を巡って格闘しておられるわけだが）。 

 

今回，私が舞台で投影する映像は，池の中に住んでいる，つまりごく普通に普段の生活で接しているはずの微細なバ

クテリア（光合成をするシアノバクテリア：これが細胞内共生をすることで植物の葉緑体に進化したと考えられる）

が織りなす様々なパターン形成の様相を基調としている。彼らは一匹一匹ではそれぞれ固有のリズムを刻みながら運

動しているが，それが集合すると，単独でいるときから想像するのが困難な複雑な造形を生み出す。しかし，これは

「自然の姿」そのものではなく，常に操作する私が閉じ込めた顕微鏡上の特殊環境での姿であり，人間とバクテリア

の関係性の上に見えてくる姿に他ならない。その意味で，これはメディアアート的な意味での人工物ではないが，自

然物とも言えない中間的な位相での創発的な姿である。 

さらに，この映像に加え，「チェロと島民の綱引き」のメタファーとして，「バクテリアと蛍光ビーズの綱引き」とし

て新たな試みを行った。バクテリアの周囲に細かい蛍光ビーズを捲いておき，バクテリアが動くとそのビーズが移動

する様子を蛍光顕微鏡で連続撮影するのである。バクテリア（島民のように「高度文明化」されていない原始的生物）

にとって，培地以上に圧倒的な他者であるところの蛍光ビーズ（チェロのように高度な文明・技術が生み出した産物・

商品である）とのあり得ない出会いと戯れの軌跡である。バクテリアはビーズに何を見出すだろうか？ 



 

川島氏は，この作品でチェロという物体存在そのものからチェロの根源を問い直す。従来の奏法を無論踏まえながら

も，その前提から一旦思考を解放し，物体と人間の関係性に迫ろうとしている。西洋音楽の奏法をとりあえずカッコ

に入れて，「ありえたチェロの奏法」を考えるという試みは，図らずも私が行ってきた「先端生命科学の知見や機材を，

その本来の科学技術の文脈をとりあえずカッコに入れて，その物体性から芸術表現メディアへと変容させて提示する」

という試みと繋がっている。舞台上に置かれる「フラスコの樹」は，自然科学のツールのメタファーだ。フラスコと

いう造型を科学ではない用途に使い，どれだけ説得力のある使い方を提示できるのかを通して，新たに科学という一

見強固に客観化され，建築化されてきた営為を根源から捉えなおす試みである。また，このフラスコ・オブジェには

実際に生きたシアノバクテリアが生息している。それは孤島の森と泉のメタファーでもあり，敢えて言えば，デュシ

ャンの泉への私なりのオマージュでもある。 

 

舞台上からは，伝統的な切り絵という古くからある手法を用いた半抽象的な切り絵作品を提示した。そこには伝統と

前衛という対立軸があり，さらに二次元平面としての紙と，三次元構造としての彫刻としての切り絵という対立軸が

ある。なお，半抽象性とは，それが人間の頭部の断層像を部分的にモチーフとしていることに由来している。それは

科学技術との関係性の表現という位相を持っているが，今回の舞台では，それが土俗的な光景としても映る可能性を

否定しない。 

それに対するバクテリアの映像の投影は，人工物と自然物の対比，映像と立体との対比，科学と芸術の非対称的関

係性，ファインアートとバイオメディア・アートの関係性などの複合的な境界面を多面的に構成することになる。む

ろん，それらは予定調和的に心地よく共振するわけではない。しかし，こうした絶えざる境界面との出会いとの接触

とそれへの注視こそが，芸術（や科学）の根源を問い直し，体験する上で重要な触媒とならないだろうか。それに，

それを言語ではなく知覚的体験として制作する意味は，そもそもそうした境界面自体が，知覚的にも極めて面白い動

的な構造を持っているからでもある。それを直接的に，あるいはメタフォリカルに，あるいは詩的に造形化・視覚化

することは，科学と芸術という同時並行活動を（必ずしも融合活動としてではなく）行っている者にとって不可避的

な使命だ。 

 

そんなこともあって，今回の舞台では，音楽と美術がインタラクティブアートのように積極的に関わりながら，調和

を目指すという形態には敢えてしていないし，美術が川島氏のプロットを具体的に演出することもしていない。その

ような形で寄り添うことで，川島作品が本質的に喚起する豊かで創発的な知覚体験，視聴体験に広がりを加えられれ

ば幸いである。 

 

 

Hideo Iwasaki 

6 December, 2009 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜略歴＞ 

 

■川島素晴 / Motoharu Kawashima  [作曲] http://www.komp.jp/kawashima.html 

1972 年東京生まれ。東京藝術大学卒、及び同大学院修了。秋吉台国際作曲賞(1992)、ダルムシュタット・クラーニヒ

シュタイン音楽賞(1996)、芥川作曲賞(1997)、他。「演じる音楽」を提唱して作曲活動を行い、2000 年には作品集 CD

「ACTION MUSIC」を発売。これまでの作曲活動と、eX.等の企画活動に対して、2008 年度中島健蔵音楽賞を受賞。 

チェロについては、丸山泰雄氏他日本を代表する一流演奏家による「スーパー・チェロ・アンサンブル・トウキョウ」

のために作曲した《12 人のイカレたチェリスト》(2004)をはじめ、多くの作・編曲活動を行ってきたが、無伴奏作品

はこれまで書く機会がなかった。今回、満を持しての無伴奏作品への挑戦にあたり、作曲活動 20 年の集大成となるべ

く畢生の大作を構想した。 
 

■多井智紀 / Tomoki Tai  [チェロ] http://tai3.exblog.jp/ 

1982 年大阪生まれ。主にチェロ奏者として新作演奏やスタジオワークを開始させ、加えて現在は楽曲と電気楽器の製

作・演奏を行っている。東京藝術大学中退。 

2001 年、「ekiben」及び「Ensemble Bois」を結成。 

2006 年、「next mushroom promotion」のメンバーとしてサントリー音楽財団佐治敬三賞を受賞。 

2007 年、「Celeb String Quartet」のメンバーとして、国内ツアー、ニューヨーク、ロサンジェルス公演を行う。 

2009 年、東京オペラシティー文化財団主催「コンポージアム」ヘルムート・ラッヘンマン室内楽演奏会に出演。 
 

■岩崎秀雄 / Hideo Iwasaki  [美術] http://www.f.waseda.jp/hideo-iwasaki/ 

1971 年東京生まれ。早稲田大学理工学術院 准教授。博士（理学）。日本学術振興会特別研究員，名古屋大学大学院理

学研究科 助手を経て，2005 年より現職。2007 年より日本科学技術振興機構さきがけ研究者(兼任)。生物に観られる

ダイナミックな時空間パターン形成（体内時計と形態形成）の原理を，できるだけ単純な解析しやすい生物（シアノ

バクテリア）を用いて解析している。その傍ら，幼少時より切り絵を創っており，現代美術における切り絵造形の可

能性を模索するとともに，主宰する生物学研究室を一部アトリエ化することで，生命科学と美術の新たな境界領域（バ

イオメディア・アート）の創作・研究を展開している。SICF（2008, 2009），ハバナ・ビエンナーレ（2009）などに出

展，2010 年にはオランダ・ペーパービエンナーレへの出展やリンツ（オーストリア）での個展などを予定している。

美術分野でトヨタ美術展優秀賞（2004），SICF リクター賞（2008），生命科学分野で井上研究奨励賞（2003），日本時間

生物学会奨励賞（2004），文部科学大臣表彰若手科学者賞（2008）を受賞。 
 

■有馬純寿 / Sumihisa Arima  [音響] http://www.40nen.jp/arima/ 

1965 年生まれ。エレクトロニクスやコンピュータを用いた音響表現を中心に、現代音楽、即興演奏などジャンルを横

断する活動を展開。また室内アンサンブルのメンバーやソリストとして、これまでにケージ、ライヒ、ファーニホウ、

ジャン＝クロード・リセ、リュック・フェラーリ、湯浅譲二、望月京など多く作曲家の電子音響を伴う作品の音響技

術や演奏で高い評価を得ている。2009 年は日本の初期の電子音楽作品を集めたコンサートや、篠崎史子、大石将紀と

の器楽と電子音響による作品展などを手がけた。現在、帝塚山学院大学人間科学部准教授。 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

～eX. (エクスドット) 今後の予定～ 

 

eX.13 ～フランコ・ドナトーニの初演作品を集めて ＊没後 10 年を迎えるドナトーニの日本初演となる作品を特集 

<experiment> 2010 年 3 月（日時未定）   <live> 2010 年 3 月 18 日（木）19：00 杉並公会堂・小ホール 

 

eX.14 ～DUO TRANSPNEUMA plays Kawashima & Yamane 

＊橋本晋哉(テューバ&セルパン)と藤田朗子(ピアノ)によるデュオを迎え、川島・山根の作品を特集する。 

<experiment> 2010 年 6～7 月（日時未定）  <live> 2010 年 7 月 5 日（月）19:00  杉並公会堂・小ホール 

 

 

http://www.40nen.jp/arima/
http://tai3.exblog.jp/
http://www.f.waseda.jp/hideo-iwasaki/
http://www.40nen.jp/arima/

